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此之間沢におけるライト・トラップによる

毛麹目（昆虫〉の採集結果（第二報〉

小林峯生

Second Results of Trichoptera (Insecta) Collecting with Light Traps 

at Konomazawa, Tsukui-machi, Kanagawa Prefecture 

Mineo KOBA y ASHI 

はじめに 査で得た資料から 6科7属7種が同定できた。これら

ライト ・トラップ法で此之間沢において採集した資 のなかには1982年の調査期間中に採集することができ

料による毛麹目相の構成種の分析結果は本誌4号に報 なかった種として，HydropsychidaeのHimalopsyche

じた。一士山域における昆虫相の構成種をより以上に正 jゆonica.Glossosomatidaeの Glossosoma問ops,Le-

確に把握するためには， できるだけ多くのデーターを pidostomatidaeの Dinarthrodessatoi. Limnephili 

集積し，そのデーターを分析検討する必要がある。そ daeの Neophylaxsp.が含まれている。これらのうち

こで1982年に引き続き比之問沢の毛麹日相の解明をお Glossosoma inoρs以外は， その後の調査においても

こなうために， 1984年4月から10月にかけて計8回採 採集できなかったので，羽化WIは早春（ 3月～4月〕

集を19824三に用いたと同じ方法で試みた。その結果を であろうと推定することができる。この時期におけ

分析整理したところ， 1982年度の調査結果に加えるべ る俊占種としては Stenopsychidaeの Steno戸syche

き新しいデーターを得ることができたので，ここに第 marinara taをあげることができる。

二報として報告する。

2) 4月28日（表1,April-b，図2)

採集結果および考察 調査時点が短い間隔の間に毛麹目相にどんな変動が

1982年度lこ此之間沢でおこなった5月， 6月，9月， みられるかを調べるために， 4月12日に引き続いて採

10月の計4回の調査結果では，毛趨目相は12科19属35 集を試みた。その結果8科9属10種の羽化が確認でき

穫で構成されていることが明らかにされた。1983年に た。これらのうち Hydropsychidaeの Hydrゆsyche

おいては毛麹日相の解明をより正椛にするために，採 na如 harai, Philopotamidaeの Sorto抑制so仰 sis,

集回数の噌加をはかり， 4月2回， 5月， 6月，7月， Rhyacophilidaeの Aρsilocoremasutshanum, Rhya-

8月， 9月， 10月に各1回，計8回調査をおこなった。 co戸hila kawamurai, Rhy. breviceρhala, Lepidosto 

その結果，種構成には変動がみられるが， 科数，属 matidaeの Dinarthrodesbipertitaは，この時点で初

数，種数J)いずれも1982年度の調査結果と大差なく， めて／：I：＼現したものであるが，後の調査でも現われてい

13科19震，35種〔表1〕を同定することができた。 るので，羽化期Ii.長いものと推定できる。またこの時

構成種の分析結果を月別に検討すると次の通りであ 点に現われた種数と 4月12日のll守点で現われた種数の

る。 聞には大きな変動がみられない。優占種はSteno戸syche

1〕4月12日（表1,April a，図1〕

1982年度には4月に調査をおこなっていないので，

調査結果を比較することはできないが， 4月12日の調

marinara taから Glossosomaino1うslこ代ってL、る。

3) 5月21日 〔図3)

1982年の5月における採集結果では8科12属22種が
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HYDROPSYCHIDAE 
日ydropsycheulrneri 
Hydropsyche nakahara工
Hydropsyche sp. nov. 
Hydropsychodes brevュlineata 
Hydrornanicus gallosis 
PSYCHOMYI工DAE
Psychornyia mo r工S工tai
Psychornyia sp. ( ) 
STENOPSYCHIDAE 
Stenopsyche rnarrnorata 

PHILOPOTAM工DAE
Sortosa kisoensis 

POLYCENTROPOD工DAE
Plectrocnernエa tochirnotoi 
Kyopsyche sp. nov. 
RHYACOPH工LIDAE 
Apsilocorerna sutshanurn 
Rhycoph工laguieta 
Rhycophila kawarnurai 
Rhycoph工larnotakanta 
Rhycophila nipponica 
Rhycophila brevicephala 
Rhycoph工lasp. ( ) . 
H工rnalopsycheコapon工ca 
GLOSSOSOMATIDAE 
Glossosoma surnitaensis 
Glossosoma 工naps
LEP工DOSTOM.AT I DAE 
D工narthrodesjaponica 
Dinarthrodes bipartita 
Dinarthrodes satoi 
Dinarthrodes cornplicata 

LIMNEPHILIDAE 
Apatania aberrans 
Neophylax sp. nov. 
GOERIDAE 
Goera japonica 

MOLANNIDAE 
Molanna f alcata 
LEPTOCERIDAE 
Mystacides azurea 
Leptocerus sp. nov. (I) 
Leptocerus sp. nov. （工工）
Leptocerus sp. ( ) . 
HYDROPTILIDAE 
Hydropt工laoguranis 

表l.

しいていえば Sor-

：未採集

あろう。優占種はきめがたいが，

tosa kisoensisであろう。

十：採集．調査期間中の採集結果

4) 6月18日（図4)

1982年のこの時点における調査では9科11属17種が

同定できたが， 今回の調査では6科7属9種が同定てい

きたにすぎない。この理由については定かでないが，

6月以後の調査結果から判断すると，恐らく気候的条

件によるものと思われる。またこの時点では個体数の

多い種は認められず，優占種もないようである。

5〕7月13日〔区／5) 

1982年の調査データーが欠けているので比較するわ

けにはし、かないが， 今回の調査では7科10属15種が同

定できた。これは1983年の調査期間中， 5月に次ぐ出

同定でき， 1982年度の調査期間中， 最も多くの穣が出

現したことが確認されている。今回の調査結果でも，

11科15属17程が確認でき， 調査期間中， 最も多くの種

が出現している。このことは此之間沢における毛麹自

の羽化最盛期は一年を通して5月であるということを

示唆しているものと思われる。またこのII寺点には，羽

化個体数が非常に多い幾つかの種が見られ，それらの

種においては，特にこの時点が羽化最盛期であること

を示している。即ち Hydropsychidaeの Hydro戸syche

仰向harai の62個体，Philopotamidae の Sortosa

kisoensisの721固体， Rhyacophi日daeの Rhyacophila

inotakantaの37個体， Glossosoma tidae の Glossa-

soma inoPsの32個体，Leptoc巴ridaeの Lψtocerus

sp.の48個体などは，その例である。 またこの時点で

初めて羽化している極の多いことも特記すべきことで
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現種数である。優占種としては6月から羽化の増加傾

向がみられた H ydropsychidae の め dro戸sycheul 

rneriをあげることができ る。また，この時点で初め

Species name 

STENOPSYCHIDAE 

Stenopsyche 1".armorata 

RHYACOPHILIDAE 

Himalopsyche j aponica 

GLOSSOSOMATIDAE 

Glossosoma inopus 

LEPIDOSTOMATIDAE 

Dlnarthrodes sa toi 

LIMNEPHILIDAE 

>patania aberrans 

Neophylax sp. nov. 

MOLANNIDH 

Molanna falcata 

図1. 4月12日に採集した種と個体数，・E合，
亡コ♀

Species name 

l!YDROPSYCHIDAE 

ー↑「ー

l♀ :IP 

Hydropsyche nakaharai 

STENOPSYCHIDAE 

Stenapsyche mar冊orata

P”Z LOPOTANIDAE 
Sortosa k1soensis 

RllYACOPHILIDAE 

Aps>lochorema sutushanum 

Rhyacoph>la hwamura> 

Rhyacoph>la bcevuephala 

GLCSSOSOMA'f!DAE 

Glossosorna in。ps

LEPIDOS'l'OY.A！工DAE

Dinarthrooes biperti ta 

LIMNEPHILIDAE 

Apatan>a abenans 

MOLANNIOAE 

Molana falcata 

図2. 4月28日に採集した種と個体数，・圃合，

仁コ♀

て羽化したものは Glossosoma  tidae の Glossosorna

surnitaensisである。

6〕8月9日（図6)

1982年度の調査結果はないので，比較することはで

きないが，今回の調査では10科12属13種を同定するこ

とができた。特記すべきことは，Hydropsychidaeの

Hydro戸sycheulrn仰の259点とし寸 異常な価｜体数の記

録である。水生昆虫と称される昆虫のなかで，異常な

ほど多くの個体数の発生がしばしば認められるものと

してはカゲロウ目をあげることができるが， 毛麹目に

おいては緩めて稀な現象である。 この 時 droPsyche

ulineriの異常発生の原因は何かを明らかにすること

は今後の研究課題と して注目すべきことであろう。異

常発生をした種をもって，この時点における優占種に

することには疑問があるので，優占種をさめることは

できない。 Polycentropodidae の Plectocenemiato-

chimotoi, H ydroptilidaeの Hydroptilaoguranisが

初めて同定された。

Species name 
年

HYDROPSYCHIDAE 

Hydrnpsyce nakaharai 62ι＝コ

Hydr。psychodesbced l meat a 

Hydr。man•cus galloisis 

PSYCHOMIIDAE 

Psychomyi~ moris>tai 

STEBIOSTICHIDAE 

stenopsyche marmorata 

PHILOPOTAMIDAE 

s。rtosakisoens主S ’.. 
POL YCENTROPODIOAE 

Kyospsyche sp. nov. 

RHYACOPHILIDAE 

λps孟lochremasutshanum 

Rhy acoph• l a kawamurai 

Rhyacoph斗lamontana 

Rhyacophyla n•pp。n斗ca

GL。SSOMATIDAE
Olo'5osoma inops 

LEPIOOSTOMAT!DAE 

Oinarthr。desbipertHa 

GOE Fil DAE 

Goera jap。nica

f.' OV.NN !DAE 

Mnlanna flacata 

LEP'TOCERIDAE 

Mystacides aw,ea 

Leptoce'"' sp nov （工）

Leptoce<us sp. nov III! 

図3. 5月21日に採集した穫と個体数，・E合，
仁コ♀
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Specie' name 

l!YDROPSYCHIDAE 

｝。ydropsyche ulmen 

iiydropsyche sp cov 

STENOPSYCHIDAE 

Stenoosみchenarmorata 

PllILDPOTAMIDAE 

Sortosa kisoensis 

RllYACOPHILIDAE 

Apsilocho<ema sutshanum 

Rhyacoplnla qu,cta 

LEPIDOSTOMATIDAE 

Dユnarthrodcs japanエca

Dinarthrodes complicatu 

NDLANNIDAE 

Molanna falcata 

10 20 

図4. 6月18日に採集した極と個体数，園田舎，

亡コ♀

7) 9 JH5日（図7〕

1982年の調査においては，この時点で6科7属8種

が同定された。今回の調査では6科8属8種が同定さ

れ， 種数では1982年度の調査結果と同じ結果が得られ

た。8月に異常な羽化現象がみら れた め dropザeke

ulineriは姿を消し， 同じ科に属する Hydropsyche

向。kaharaiと Hydropsychodesbrevilineataが現われ

る。 この時点ではL、ずれの程も個体数が少なく佼占種

をきめることができなかった。

8〕10月16日

1982年の調査においては4科5属5種が認められて

し、るが，今回の調査でも種数は少なく 2科2属2種が

認められたのみである。このことは此之問沢に生息す

る毛麹自の羽化は一年を通じてこのI時期に終ることを

示唆している。

種の変 動

1982年と1983年の調査結果から種の変動について検

討してみると次のとおりである。

A) 1982年の調査では生息が認められたが1983年

には生息、を認めることができなかった種

Hydropsychida巴の Hydroρsycheselysiおよ び

30 

Specie' name 

!!':'DP.OPSYCHIDAE 

llyclrnpsyche ulme<i 

llydrousychesp nov 

llydrnpsychodes brev'1rneata 

S'l =::-.iOPSVC!llD.11F 

S tenopsyche ma rmora ta 

PHI .. OPOT/I~ ＇ IDAE 

Sor tosa kisocn sユs

POL¥'CE、、TROPODIDAE

Kyopsvche sp nov 

RI Iv ACOPH I LI DAE 

>.pislochoどema sutshanum 

Rhyacophila 0u>eta 

Hhyac。ohylamontakanto 

Rhyacophyla brev,cephala 

Rhvacophyla sp （守｝

GLCSSOSOi'iλTID.r..E 

Gloss。soma sumi t.:iensi s 

Glos s。soma J.nops 

C:OERIDAE 

Goern japnnica 

LCPTOCERlDAE 

Mys tac斗desazui:-ea 

10 20 30 

35Lコ

区15. 7月13日に採集した穫と個体数， 圃園会，

仁コ♀

Dip!ectroina kibuneana, Stenopsychidaeの Steno-

psyche saute門， RhyacophilidaeoコRhyaco）うhilaarti-

culata, Rhy. nigrocψhala, Rhy. elem.ens, Glossoso・

matidaeの Glossosomajaρonica, G. specularis, Li 

mnephilidaeの Nothopsycheρ。!Iiρes,Limnゆhilus
japonica. 

B) 1983年に新し く生息が認められた種

Hydropsychidaeの Hydropsychesp. nov.〔新種と

して後日記載する）, Psychomyidaeの Psychonzyia

morisitai, Polycentropodidaeの Kyo／うsychesp. nov. 

（新種として後日記載する〕，Rhyacophilidaeの Rhy

acoρhila kawamurai, Rhy. nipponica, Himalopsyche 

japonica, Glossosomatidaeの Glossosomainoρs, Le-

pidostomatidaeの Dinarthrodessatoi, Limn巴phili

daeの Neophylaxsp. nov. （新種として後日記載す

る）, Hydroptilidaeの めdroρtilaogur，仰 is.



Species name 

EYDROPSYCllIDA乞

Hydropsychc ulrncrエ

Eydropsychodes brevdic.cotc 

l'SYCHOMYIIDAE 

Ps vchomy;• mor isi t•; 

Psychcmyia sp. l • I 

Pll工LCPOTλM IDAE 

Sor to.a k lSOCn5'S 

POLVCCNTROPODIDAC 

Plectrncnemia tochimotoi 

GLOSSOS01".ATIDP..E 

。lossosona inoロs
LEPIDOSTOl'由TID.'¥E

Dinarthrodes tirertita 

C.OERID/l.E 

Coera iaponica 

MOLAN NI Q,¥E 

Molanna falcata 

LEPTOCERIDAE 

Mys十oc1desawrea 

Lcptocerus sp. (0) 

l!YDROPTIL!DAE 

l!ydroptilo oguranis 

10 70 30 

2119 

図6 8月9日に採集した種と個体数，圃・合，仁ゴ2)

Species name 

HYDROPSYCHIDAE 

Hydropsyche nakahara1 

Hydropsychodes brevll1neata l一一～－－＇

STE河OPSYCHIDAE

Stenopsyche marmora ta 

PHILOPOTAMIDAE 

Sortosa kisoensis 

RHYACOPHILIDAE 

Apsllochorema sutshanum 

Rhyacophila quieta 

GLOSSOSOMATIDAE 

Glossosoma mops 

MOLANNIDAE 

Molanna falcata 

図7 9月15日に採集した種と個体数， 圃園合，

亡コ♀

20 
Species nam巴 10 

HY!:F.OPSYCliIDAE 

Hydropsyche nakaharai 

STENOPSYCHIDAE 

Stenopsyche marmorata 

/218. 10月16日に採集した極と個体数，．．合，
亡コ♀

おわリに

此之関沢の毛麹目相の解明を1982, 1983の2年間に

わたっておこなってきたが， 調査を進めれば進めるほ

ど，調査年度によって積数の増減がどうして生ずるか

など，どう説明したらよいものか，その糸口さえつか

めぬ問題が多くなる。今後も此之間沢における毛麹目

相の調査を継続しておこない，昆虫相の研究法の確立

に努めるとともに，毛麹日中目を構成する種の分析結果

から，河川における環境評価をおこなうことができる
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ょう工夫を試みるつもりである。
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